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5 透 析 穿 刺 針 ハ ッ ピ ー キ ャ ス V Z 0 の 臨 床 評 価

いまじめに】

メデ ィキット杵で試作された透析穿刺針､ハツ

ヒ-キャスVZO(7)臨床評価をおこなった｡
【針の形状と機能】

V70にはシリンジの付いたタイプとスタンダ

ー ドタイプがあるが､針本体の長さは ltOmm,

カテーテル部は31mmと従来の針よりかなり無

くなっているっ評価をおこなったのはスタング一一

ドタイプである=

劉兄の形状はハツヒ-キャス/OとrF-1=二で#)り､

内劉U)先端師i20ゲージで 細くて鋭く､外套

針の先もそれに合わせて細くなっているが､サイ

トボアのサイズは従来の針より大きくなっている

(図 ))1,

-ブ酢 こ11-_lfEL弁があり､P､ば十をFjは 抜くとIhEIL

弁が作動して､血液の流出がIJよろし回路を接続

すれば､J卜血弁は開放されるが､l卜血弁の作動は

度かぎりであり､い享漉 接続後U)E卜血弁 の巾作動

はでないしまrI､内針は二酎荷造にな-)ていて､

-ブ価を押さえてL/lJ斜をIjは 抜くと､先Fdl,潮 はH

動的に 1･_;'fliの内別に収納される)

[スタッフによる評価】

針が短いことに旧してEi､初め少 し違fI憾 があ

り,tが､なれれば､使い勝 手は従来U)釘よりよい

とほとんどU)スタッフ!),.一冊Ihした､

カテーテル緋o)短いことに対するイ二安は､､-'rfilt

では半数以 卜o)愚才に-インレスニー ドルを使川
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Lxll ハツヒ-キャスV/.O 針先

しており､カテーテル鄭o)長さはこU)針と変わら

ないので､スタッフ全員不安はなかった｡

穿刺では､針先が細く鋭いので皮膚の切れはよ

いが､症例によっては挿入､とくに血管を通過す

るとき､抵抗があって内針がすこし浮くこともあ

った､また､グラフ トでも抵抗感があり､これは

外套針の先端の太くなる部位での抵抗と′以われた′

山bL機能や安令機能は､特別の操作は必要なく

働き､高く評価された,ただ､透析中に針先C7)洗

浄や トイレなど､回路をはずす必要があるときは､

ペアンでクランプする;'1-r;llJ/j)1;カテーテルU)舶ノLCIj

すぐ近くにあるため､挫作しにくいのでは､とか､

よもをつけないとベアンU)巾さで針が抜けるリスク

があるのでは､との指摘があった.

25()m I/分の脱血はFV能であったが､ごく

･lfl''0)揖才で は斜によると思われる静脈圧の トケrT

がみられた(

r,ZLlflJ打の感想】

多くU)恕1ni､穿4棚IhJli燦減したと∫沖価 したが､

潮 oj史JT-かJ,はlHl等～増強とuj感想幸,あった′

LP,'お1

透析穿 刺針に火d)られるのは､仕い勝 ｢が′iこい､
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穿刺がスムーズにできる､患者の痛みが少ない､

感染予防のため安全機能や血液逆流防止機能がつ

いている､十分の血流がえられるなどがある｡

当院での穿刺針の使用状況では､ペインレスニ

ードルが約50%､安全､止血弁付針が45%､通常

針が5%であり､ボタンホール穿刺以外は全例に安

全機能や､止血弁付の針の使用が望ましいが､当

院で使用しているハッピーキヤスVは､止血換作

が面倒との理由で嫌うスタッフもいる｡

VXoはそのような欠点を解消している｡穿刺
のさい､内針を戻して刺しなおすことがあるが､

この針は針先が収納されない状態なら戻すことは

可能である｡しかし､針先が細く鋭いこと､外套

針の先端も細いことを考えると､内針の再挿入は

できても､外套針を傷つける可能性は高いと思わ

れ､十分の注意が必用である｡カテーテルの先端

も短いがサイドポアが大きいこと､カテーテルが

短いことなどにより､十分の血流を得ることがで

きた｡カテーテル部は短いが､根元まで挿入し､

しっかり国定すれば､全く問題はなかった｡

VXOはおおむね高く評価されたが､一部のスタ
ッフからは､針先のみ従来の針と同じ､18G の

形億のものがほしいとの意見があった｡

[結語】

透析穿刺針ハッピーキヤスⅤⅩ0は一部の例で､
針の挿入で抵抗がみられたが､ほとんどの例で穿

刺痛は軽減した｡また､安全機能､血液逆流防止

機能は良好に働き､透析穿刺針として有用である｡
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